10健診システム使用方法
本ソフトは学校歯科健康診断結果を手書きで紙に筆記するのではなく、Microsoft Excel で作成されたファイルに入力することにより、健康診断結果をデジタル化（電算化）することを目的としています。このデジタル化により、簡単に健康診断結果の学年別集計、クラス別集計や分析、グラフ化、および「健康診断結果のお知らせ」を自動で打ち出すことが可能となりました。本ソフト上の処理は概ね自動化されていますが、生徒ID、生徒の生年月日、学年などの生徒のデータは予め整理し、手動で本ソフトに入力してもらわねばなりません。この点ご留意ください。
（ソフト内容）
Excel2003用とExcel2007用があり、それぞれ“10健診システム2003”“10健診システム2007”と名付けられたフォルダを用意しています。これらフォルダの中には“小学校”“中学校”“高校”“高校定時制”の4つのファイル（ソフト）が格納されています。お使いのパソコンにインストールされているExcelが2003か2007かを確認の上、適したフォルダを選び、各々の学校別のファイル（ソフト）を使用してください。
本ソフトは、宇摩歯科医師会ホームページ　http://umada.org/index/　学校歯科健康診断のページもしくは愛媛県歯科医師会ホームページ　http://www.ehimeda.or.jp/　学校歯科健診－電算化ファイルのページに掲載されています。ダウンロードする場合は、上記ページより行ってください。
（ソフト概略）
本ソフトは25（高校・中学校）～35（小学校）のエクセルシートで構成されています。生徒の識別は生徒IDによって行われます。この生徒IDと氏名、性別、学年、クラスなどのデータを記したエクセルデータ（生徒データ）が必要で、この生徒データは健診前に「生徒データ」シートに格納されていなければなりません。
入力は「入力」シートで行います。データを入力シート上の“記録”ボタンをクリックすることで、通常のエクセルシートである「全データ」シートにデータがコピーされ、「入力」シート上のデータは消去、次入力画面となります。入力操作を全生徒に対して行います。すべての健診データは生徒数をｚとすると、全データシート “A3～CDｚ＋2”セルに保存されるようになります。これがデジタル化された健診データのすべてです。他のシートにおける操作はこれを利用しているに過ぎません。
入力が終了し間違いがないことを確認したら、「メイン」シート上の“集計”ボタンをクリックします。これで、「全データ」シート上のデータが「集計全データ」シート“A2～CDｚ＋1”セルにコピーされます。「集計全データ」シート“CE2～EQｚ＋1”には集計に必要な計算式が配置されており、これを元に各集計が行われます。
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メインシート
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（使用に際してやるべきこと）
1、 生徒データをエクセルで作成する（作成方法は後述）
2、 生徒データを貼り付ける
生徒データをコピーし、ソフトの「生徒データ」シートの所定の位置に貼り付けます。


3、 前回データを貼り付ける。
これまで、改良を重ねてまいりましたが、「全データ」シートの様式は変えていません。ですので、昨年度の「全データ」シートの“A3～CDｚ”（ｚは最終行）セルのデータをそのまま今年度ソフトの「前回全データ」シートにコピー・ペーストしてください。なお、平成21年度はファイルを“入力用”と“集計用”に分けていましたが、「全データ」シートは“入力用”“集計用”ともにあり、両方同じものです。






4、学校名等を入力　（メインシート）


（データの保存）
　データ保存の自動化は行っておりません。使用したファイルごと名前を変えて保存してください。もしくは
“名前をつけて保存”で保存してください。そして次年度は新しいファイルを使用してください。
（データの修正・確認）
データの修正は、「入力用」ファイルの「全データ」シート上で行ってください。入力されたデータはすべて「全データ」シートに記録されています。このシートには計算式が含まれておらず、自由に各セルのデータを変更していただいて結構です。尚、記録中に間違いに気づいた場合、“記録”ボタンをクリックしていなければデータは保存されませんので、上書き入力しデータを修正してください。その後、“記録”ボタンをクリックし、データを保存してください。
データのチェックには、「メイン」シート上に“重複データ検索”と“学年・クラス順に並べ替え”のふたつのボタンが用意されています。
1、 重複データのチェック
メインシート上の　　　　　　　　　　をクリックしてください。「全データ」シート上で、生徒IDが重複している一方を行ごとピンク色で表示します。ピンクで表示されたものを行ごと削除してください。ピンクで表示されない場合は、重複データがありません。なお、メッセージボックスに表示される有効データ件数は、重複データを除いた件数です。






2、 学年・クラス順に並べ替え　　　　　　　　　　　　　　ボタンをクリック
全データシートのデータを学年・クラス順に並べ変え、健診Noをナンバリングします。健診Noがデータ個数となります。これは何度でも使用できますので、重複データを削除する前でも、後で再度行っても構いません。
3、 データ修正（データ記録後）
氏名や生年月日の誤りは「全データ」シート上で該当する部分を修正してください。
歯科健診データに誤りのある場合の修正は面倒ですので、誤りのある部分は“行ごと”削除し、新たに「入力シート」に戻り再入力、“記録”ボタンをクリックし、「全データ」シートにデータを表示させてください。その後で、“学年・クラス順に並べ替え”ボタンをクリックしデータを整列してください。
　※「全データ」シートで歯科健診データ部分を修正する場合
　　歯牙の標記は、全顎を4ブロックで分けて「つ」の字型、右上が1、左上が2、左下が3、右下
が4で表します。例えば、左上の6番の場合は26、右下の3番は43と表記します。乳歯の場合
も同様で右下のEは4E、左上のCは2Cと表記します。
上記に従い、「全データ」シート上で、誤りのある部位を見つけ、修正してください。修正する
場合以下の様に入力してください。
　○　全角ひらがなで“まる”と入力し変換
　　C　 半角英数字で大文字の“C”を入力
　　CO　半角英数字で大文字の“CO”を入力
　　―　全角ひらがなで“ー”を入力、全ダッシュに変換
△　全角ひらがなで“さんかく”と入力し変換
サ　全角ひらがなで“さ”と入力しカタカナ変換（F7キー）
シ　全角ひらがなで“し”と入力しカタカナ変換（F7キー）
×　全角ひらがなで“ばつ”と入力し変換
学校歯科医所見、その他の疾病及び異常の項目は通常通り“全角ひらがな”で入力してください。
（健診者が複数の場合）
　健診者が複数の場合、同じソフトを共用して使う必要はありません。本ソフトをコピーして複数用意し、各々別のものを使用してください。健診終了後、データをひとつにまとめ集計してください。データは「全データ」シートにありますので、各々のファイル（ソフト）の「全データ」シート“A3～CDｚ”（ｚは最終行）セルをコピーし別のファイル（ソフト）の“Aｙ＋1”（yは最終行）行に貼り付けてください。








（データの解析）
行政に提出する集計表は「提出用集計表」シートに表示されます。「学年・クラス別集計表」シートには学年ごと、クラスごとの健診データ一覧が表示され、「項目別氏名一覧」シートには“歯垢の状態が1の者”～“健全者”の項目に該当する生徒の氏名一覧が表示されます。
学校保健におけるデータ分析に必要な項目は平成20年3月に日本学校歯科医会から発刊された「健康日本21と学校歯科保健」の中に提示され、歯科健康診断結果をこれらの項目を用いて分析し学校保健教育に活かすべしと提言しています。本ソフトにおいては、これに準じ、「データ集計」「データ分析」結果および「グラフ」を「全データ集計」「全データ分析」「グラフ」シートで表示するようにし、「全データ集計」の結果をもとに、「全データ分析」を行い、「全データ分析」のデータを「グラフ」シートでグラフ表示しています。
本ソフトでは、単年度の結果しか表示できませんが、何年間かのデータを集めることによって経年的な変化を見ることもできます。その際は、ご自分で各年度のデータを別のエクセルシートにまとめ、集計・分析してください。
※データ分析項目
①健全者率（％）　　カリエスフリーであるもの（未処置歯も処置歯もないもの）％
②1人平均CO数（本）　　　全受診者のCO数の合計/全受診者数
③DMF歯数（本）　　　　　全受診者のDMF歯の合計/全受診者数
④歯肉炎所有者率（％）　　（G＋GO所有者数/全受診者数）×100
⑤GO率（％）　　　　　　（GO所有者数/全受診者数）×100
⑥G率（％）　　　　　　　（G所有者数/全受診者数）×100

1、生徒データの作成方法
健診の前に以下の生徒データをエクセルで作成しておき、健診システムの生徒データシートにコピーします。直接、生徒データシートで作成していただいても構いません。



（生年月日の入力）
生年月日をエクセルに入力するときは、平成2年9月13日の場合、h2/9/13 というふうに区切りに/（スラッシュ）を入れます。セルに年号を入力した場合、平成13年9月13日やH13.9.13　などいろいろな表示形式が選択できます。本ソフトではスペースの関係で表示形式を平成13年9月13日としています。このようにならない場合は、書式－セル－表示形式－分類で日付を選択－種類で平成13年9月13日の表示形式を選択してください。これをC列全部にコピーするなどして統一してください。
（データの並べ替え）
通常のエクセルの使用方法に従い、データ－並べ替えで行ってください。アットランダムに入力してもこの方法で、学年順、クラス順、出席番号順に並べ替えられます。
（生徒IDについて）
生徒の識別はこの生徒IDで行います。入学から卒業まで変わらない数字にしておいてください。入力に手間取らないような簡単な数字がいいと思います。数字は半角英数字にしておいてください。例えば、2007年入学であれば7001、7002、7100、7255　など数字の頭に7を入れ、2008年入学であれば数字の頭に8を入れるといいと思います。新学期クラス替えの際は、学年、クラス、出席番号を書き換えてください。
（健診カード）
以下のような健診カードを作っておくと便利です。

2、入力方法









メイン画面で「入力」のボタンをクリックするか、下のシート選択タブで「入力」をクリックしてください。以下の画面が開きます。入力の手順は以下の通り
1 生徒IDを入力し、Enter キーをクリック
自動的に生徒の関するデータが示されます。
2 小学校用などにおいて、「入力用1・2年」「入力用3～6年」ふたつのシートで交互に入力する場合など“健診No”がくるうことがあります。そのときは、“健診Noを表示”ボタンをクリックしてください。これまで記録された“健診No”の最大値＋1が表示されます。“記録”ボタンを押すと自動的に行われますので、初入力のときのみです。
3 歯牙の状態を入力する
歯式の上に○、C、CO、サ、などのボタンがあります。該当する歯がCであればCのボタンをクリックしてください。該当する歯のセルにCが表示されます。間違えてその歯が○であった場合、○のボタンをクリックすると○が上書き表示されます。
4 歯列・咬合、顎関節、歯垢、歯肉の状態を入力する
②と同様に0、1、2　のうち該当するボタンをクリックします。
5 その他の疾病および異常を入力する
これはプルダウンメニューになっています。セル右側に▼のボタンがあります。これをクリックすると小帯異常、エナメル質形成不全、口内炎など10個の項目が表示されますので、該当するものをクリックしてください。このメニューにない場合はセルに直接入力してください。
各々の項目につき、歯科医院での精査が必要であると思われるものについては、セルに入力した後、▼ボタンの右側の「要精査」ボタンをクリックしてください。健診結果のお知らせの「その他」に表示されます。「要精査」ボタンは表示スペースの都合上4つです。前回データを表示した場合も同様です。
6 学校歯科医の所見を入力する
④と同様にプルダウンメニューから該当するものを選んでください。ただし、5つのセルのうち上2つのみです。下3つは入力しないでください。下3つは歯式、歯肉の状態から、CO、GO、G、要注意乳歯 が自動入力されるようになっています。ここに上書き入力するとこれらが自動入力されなくなってしまいます。
7 過剰歯、癒合歯がある場合は所定のボタンをクリックしてください。自動的にその他の疾病および異常の欄に入力されます。
8 　　　　　は自動入力になっているので、入力しないでください。
9 記録する
すべて入力が終わったら、必ず「記録」ボタンを押してください。「記録しました」という画面が出ますので、OKをクリックしてください。
　　
　　前回データの表示について
　　　“前回データを表示”ボタンをクリックしてください。前回のデータが表示されますので、これを参考に健診結果入力を行ってください。新しいデータは前回データの上に上書き入力されます。
　　乳歯データを削除
　　　小学校の場合、乳歯に“－”が予め入力されますが、これが不要の場合にクリックしてください。乳歯データがすべて削除されます。
3、入力シート　あらかじめ入力様式
	
	乳歯列
	永久歯列

	小学校1・2年
	（―）を入力
	何も入力しない

	小学校3～6年
	
　　　　　　　（―）を入力

　　　　　　何も入力しない
乳歯列を一斉にクリアできるボタンを配置

	何も入力しない

	中学校
	何も入力しない
	
　　　　　（―）を入力


	高校
	何も入力しない
	（―）を入力


生徒ごと「入力」シートで行う。（詳細は後述）小学校では「入力1・2年」と「入力3～6年」の二つのシートを用意した。各々の学年でシートを選び入力する。別々のシートで入力しても記録は「全データ」シートひとつになされる。


本シートで入力した値は“記録”ボタンをクリックしないと記録されないので、“記録”ボタンをクリックしてない場合、間違えた箇所を上書き入力して修正することができる。





入力





「入力」シート





記録





「全データ」シート





入力し終えたら、「入力」シート上の“記録”ボタンをクリックする。これにより入力したデータが「全データ」シートに記録される。入力」シート上のデータは消去され、次入力画面となる。





集計





「集計全データ」シート





CE列以降は計算式が配置されている。A~CD列にコピーされた値を元にここで集計が行われる。





A～CD列に「全データ」のデータがコピーされる。





すべての入力が終わり、間違いがないことを確認した後、「メイン」シート上の“集計”ボタンをクリックする。これにより、「全データ」シートのデータが「集計全データ」シートにコピーされ、「集計全データ」シートに配置された計算式により集計が行われる。





集計全データの値を元に以下のシートで結果が表示される。





健診記録票





全データ集計表





各項目氏名一覧





学年クラス別集計表





提出用集計表





健診結果のお知らせ





グラフ





全データ分析表





すべての作業を終えたら、ファイルごと名前を変えて保存する。保存の自動化は設定していない。次年度は新しいファイルを用いる。





保存





ファイル名を変更して保存





貼り付け先のセルをコピーし、A2セルを選択、右クリックして“形式を選択して貼り付け”－“値”－OKをクリック





昨年度ファイル





前年度の「全データ」シートを開く。A3～CD“ｚ”（ｚは最終行）を選択、コピーする。左図の場合はA3～CD77までをコピー





A3セルを選択、右クリックして“形式を選択して貼り付け”－“値”－OKをクリック





クラス名は生徒データと同じものを記入してください。例えば、1、2、3、とか松、竹、梅とかⅠ、Ⅱ、ⅢとかA、B、Cとかです。別のファイルで何度も入力するのが面倒な方はメインシート上の以下のボタンをクリックしてください。





重複データ検索





重複データは行ごとピンクで表示される。上図では行番号3と6、5と9が重複している。重複データは“行番号”にカーソルを置き、右クリックし“行ごと”削除する。





学年・クラス順に並べ替え





A先生使用の「全データ」


シート





コピー





A先生使用





「全データ」


シートの値





C先生使用





B先生使用





C先生使用の「全データ」


シート





A～G列の項目と順序はこの通りにしてください。





事前に生徒本人にこのカードを配布し、健診時に記録者に渡すようにしてください。毎年このカードは使えますので記録者が保管してください。生徒の識別は生徒IDで行いますので、生徒IDさえわかれば、健診の順番は、学年、クラス、出席番号順でなくても構いません。





7122（生徒ID）


星川　太郎（氏名）





これまでに入力したデータの“健診No”の最大値＋1が“健診No”として表示される。





過剰歯、癒合歯がある場合はここをクリック





入力し終わったら「記録」ボタンをクリック





ここは入力しない。





EDC　CDE


EDC　CDE





BA　AB


BA　AB





6 ― 6


6 ― 6








